
令
和
４
年
度
の
広
島
市

の
国
保
料
の
通
知
が
届
い

て
い
ま
す
。
保
険
料
の
計

算
は
一
部
増
額
さ
れ
た
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
全
体

的
に
は
わ
ず
か
に
減
額
さ

れ
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
の
保

険
料
が
高
す
ぎ
ま
す
。
さ

ら
に
今
年
度
は
最
高
限
度

額
が
１
０
２
万
円
に
ま
で

増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
島
市
の
公
表
す
る

「
国
保
料
の
目
安
」
（
図
）

に
よ
る
試
算
で
は
、
年
間

所
得
に
対
す
る
国
保
料
の

金
額
は
、
１
人
世
帯
で
は

所
得
額
の
11
～
13
％
近
く
、

40
歳
以
上
２
人
＋
40
歳
未

満
（
子
供
な
ど
）
１
人
の

３
人
世
帯
で
は
所
得
額
の

12
～
16
％
超
に
も
な
り
ま

す
。
特
に
３
人
世
帯
の
低

所
得
世
帯
で
は
、
年
間
所

得
の
お
よ
そ
２
ヶ
月
分
に

あ
た
る
金
額
を
、
保
険
料

と
し
て
納
め
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
ま
た
、
『
家
族

が
多
い
世
帯
』
ほ
ど
保
険

料
は
高
く
、
ど
の
世
帯
で

も
『
所
得
が
低
い
世
帯
』

ほ
ど
家
計
に
占
め
る
国
保

料
の
割
合
が
高
い
事
が
分

か
り
ま
す
。
所
得
が
高
い

ほ
ど
納
税
額
が
増
え
る
所

得
税
な
ど
と
は
反
対
の
、

逆
進
性
の
高
い
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
税
金
を
払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
」
と
い
う
滞

納
相
談
が
会
内
外
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
中
で
、
特
に
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る

の
が
国
保
料
で
す
。

北
民
商
も
加
盟
す
る
広

島
市
社
保
協
（
社
会
保
障

推
進
協
議
会
）
で
は
、
保

険
料
の
減
額
や
、
18
歳
未

満
へ
の
均
等
割
り
の
廃
止

な
ど
を
求
め
て
交
渉
を
重

ね
て
い
ま
す
。
（
先
週
号

も
参
照
を
）

国
保
の
申
請
減
免
も
活

用
し
ま
し
ょ
う
。
（
給
付

金
を
除
く
）
実
収
入
が
前

年
よ
り
３
割
以
上
減
少
し

た
場
合
の
『
コ
ロ
ナ
減
免
』

や
、
所
得
が
３
割
以
上
減

少
し
た
場
合
の
『
通
常
の

申
請
減
免
』
な
ど
、
使
え

る
制
度
を
活
用
し
な
が
ら

も
、
引
き
続
き
国
保
料
の

減
額
を
求
め
運
動
し
て
い

ま
す
。
国
保
料
通
知
が
来

る
こ
の
時
期
に
、
み
な
さ

ん
の
声
を
ぜ
ひ
民
商
と
社

保
協
へ
と
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
通
常
の
申
請
減
免
の

期
限
は
毎
月
末
の
１
週
間

前
で
す
が
、
６
月
の
み
23

日
ま
で
に
連
絡
を
し
て
お

け
ば
、
申
請
期
限
が
６
月

末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
民
商
事
務
局
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
陶
山
記
】

６
月
12
日
（
日
）
に
、

可
部
亀
山
支
部
の
総
会
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
苦
労

様
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
続

く
集
ま
り
に
く
い
時
期
で

し
た
が
、
20
名
（
う
ち
子

ど
も
３
名
）
も
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
小
業
者
の
情
勢
や
民

商
の
運
動
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
支
部
会
計
の
報
告

や
、
役
員
選
出
な
ど
、
み

な
さ
ん
大
変
協
力
的
で
支

部
総
会
を
進
行
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

食
事
を
し
な
が
ら
、
久

し
ぶ
り
に
顔
を
会
わ
せ
、

話
も
進
ん
だ
よ
う
で
す
。

話
の
中
で
も
イ
ン
ボ
イ

ス
の
事
が
気
に
な
る
様
子

で
、
聞
い
て
み
た
い
思
い

を
持
つ
人
も
多
い
う
ち
に
、

支
部
と
し
て
も
学
習
会
を

お
こ
な
う
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

家
族
参
加
で
孫
や
子
供

が
来
て
遊
ん
で
い
る
姿
を

見
る
と
元
気
を
も
ら
え
ま

す
。
小
さ
な
子
供
さ
ん
を

育
て
る
若
い
会
員
さ
ん
の

参
加
が
あ
り
良
か
っ
た
で

す
。
食
事
を
大
変
お
い
し

く
い
た
だ
き
、
お
土
産
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
顔
の
見
え
る
集
ま
り

を
多
く
持
ち
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
可
部
亀
山
支
部
（
北
民

商
副
会
長
）

大
久
保
義
明
記
】
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高
す
ぎ
る
国
保
料

３
人
家
族
で
年
間
所
得
の
16
％
＝
1.9
ヶ
月
分
に

低
所
得
世
帯
ほ
ど
重
た
い
負
担
に

支
部
総
会
の
全
日
程
が
終
了

可
部
亀
山
は
20
名
の
大
人
数
で
楽
し
く
開
催

図．負担の重い国保料
（Ｒ４年度 広島市国保料の目安より）

年間所得 保険料
負担割合

所得比

月数換算

所得比

1人世帯

（40歳以上）

132万円 170,344円 12.9％ 1.5ヶ月分

276万円 320,248円 11.6％ 1.4ヶ月分

436万円 486,808円 11.2％ 1.3ヶ月分

3人世帯

（うち2人が

40歳以上）

132万円 212,594円 16.1％ 1.9ヶ月分

276万円 392,487円 14.2％ 1.7ヶ月分

436万円 559,047円 12.8％ 1.5ヶ月分

※目安は、家族の内１人に所得があるものとして計算してあ

ります。

※『年間所得』は、事業所得の人は「売上-経費等＝所得額」、

給与や年金がある場合は各控除後の金額、の合計。

各
総
会
の
代
議
員
の
皆
様
へ

届
け
る
議
案
書
に
目
を
通
し
、
忘
れ
ず
ご
持
参
を

◎
北
民
商
総
会

６
月
26
日
（
日
）
昼
２
時

場
所
・
安
佐
北
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

◎
婦
人
部
総
会

７
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
、

場
所
・
民
商
事
務
所

◎
共
済
会
総
会

７
月
31
日
（
日
）
午
前
10
時
、

場
所
・
佐
東
公
民
館

沢山の参加で楽しい一時に

参
議
院
選
挙
業
者
に
寄
り
添
う
政
治
に

６
月
22
日
公
示
、
７
月
10
日
投
開
票
予
定

商
工
新
聞
１
～
３
面
特
集
も
ご
覧
く
だ
さ
い

全
商
連
【
２
つ
の
争
点
】

①
税
制
と
景
気
回
復
、
②
平
和
と
憲
法

【
５
つ
の
要
求
】

①
消
費
税
引
き
下
げ
と
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止

②
コ
ロ
ナ
禍
・
物
価
高
騰
対
策

③
地
域
循
環
型
経
済

④
改
憲
阻
止
・
核
禁
条
約
参
加

⑤
税
制
見
直
し
と
社
会
保
障
拡
充


